






















































査対象者の性別，学年の内訳は，図 4～図 5 の通
りである。
調査期間























































　年代については，「19 歳以下」「20 代」「30 代」


















































































































































































知らない 4.1% 未回答 1.6%

























































知らない 1.0% 未回答 1.2%




















































































































































































































































































































（χ2（2） = 28.07, p<.001），『咳が出たことがある』















































































































































































































的に有意であった（χ2（2） = 13.09, p<.01）。
　また，『気分が悪くなったことがある』（χ2（2）
= 39.20, p<.001），『息苦しくなったことがある』
（χ2（2） = 17.05, p<.001），『咳が出たことがある』


















































































で 0.28 個であった。将来の喫煙可能性を独立 
変数とし，たばこに対する印象として肯定的項 













































































































































































































（ 1 ） 本稿は，千葉県松戸圏域 地域・職域連携推進
協議会委員である第一筆者が分析協力者として参
加した同協議会による「受動喫煙に関するアン
ケート」の調査報告である。投稿にあたり，同協
議会の新玲子会長（千葉県松戸健康福祉センター
長）をはじめとする協議会委員の皆様ならびに松
戸健康福祉センター地域保健課の職員の皆様にご
理解と多大なるご協力を賜りました。深く感謝申
し上げます。
